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塑性変形を活用した高強度接合技術
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背景）製造拠点のグローバル化への対応（材料・工法・効率）
目的）スプライン塑性結合による高トルク部品の成形

①セレーション押出し→②高周波焼入れ→③塑性結合

結果）
①両振り耐トルクに必要部位の強化
②成形に必要な荷重の低減
③同芯度の保証
④接合部の良品見える化
⑤5かしめ併用（抜け防止）
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まとめ）
はめあい法に対する優位性
①実用的な高強度塑性結合
②必要部位の強化と低荷重
③異種材料結合への応用


	



